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概 要 

 ２１００Ｃ／ＭＣＡマルチチャンネルアナライザは、ＵＳＢインターフェイスで制御する 

 可搬型のマルチチャンネルアナライザです。（ＵＳＢ１．１仕様） 

  

 ２１００Ｃ／ＭＣＡを制御するプログラムは、ＷＩＮＤＯＷＳ対応のＭＣＡＷＩＮＵＣ．ＥＸＥ 

 です。ＯＳは、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８／ＭＥ／２０００／ＸＰの環境下で動作します。 

 測定モードの切り替え（ＭＣＡ／ＭＣＳ）、ＬＬＤ、ＵＬＤ、ＺＥＲＯ調整等は、全てプログラ 

 ムにより設定します。 

 

 注） 

  ＬＬＤ、ＵＬＤ、ＺＥＲＯ調整は、１２ビットのＤ／Ａコンバータで 

  キーボードからの数値入力またはマウス操作によって設定します。 

  但し、設定した数値入力がＸ軸チャンネルのディスクリに対応するとは限りません。 

  仮に ＬＬＤを １００の値に設定したからＬＬＤのディスクリがＸ軸チャンネルの 

  １００チャンネルに設定された事にはなりません。 

  出荷時の設定はおおよそ下記の様に設定されています。 

   

  ＬＬＤ  ３００ 

  ＵＬＤ  ４０９５ 

  ＺＥＲＯ ２７５０ 

 

 上記の設定値は、あくまでも弊社でのＡＤＣゲインが４Ｋｃｈの出荷時の調整値です。 

 ＡＤＣゲインを変更すると、ＺＥＲＯの値が変わりますので 

 弊社での基準パルサーで調整した試験成績書をご参考にして下さい。 

 使用されるリニアアンプのＺＥＲＯ調整値によってＬＬＤ、ＵＬＤ、ＺＥＲＯの 

 ゲインも変わりますし、ＬＬＤ、ＵＬＤの設定値も異なると思いますので 

 若干の調整が必要です。 

 

 ＬＬＤ調整  出荷時の設定値よりも大きい数値を入力すると 

    Ｌｏｗｅｒ Ｌｅｖｅｌ Ｄｉｓｃｒｉが大きくなります。 

    （設定したディスクリ値までのピークをＡＤ変換します。） 

 

 出荷時の設定値よりも小さい数値を入力すると 

    Ｌｏｗｅｒ Ｌｅｖｅｌ Ｄｉｓｃｒｉが小さくなります。 

    （設定したディスクリ値までのピークをＡＤ変換します。） 
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ＵＬＤ調整  出荷時の設定値よりも大きい数値を入力すると 

    Ｕｐｐｅｒ Ｌｅｖｅｌ Ｄｉｓｃｒｉが大きくなります。 

    （設定したディスクリ値までのピークをＡＤ変換します。） 

 

    出荷時の設定値よりも小さい数値を入力すると 

    Ｕｐｐｅｒ Ｌｅｖｅｌ Ｄｉｓｃｒｉが小さくなります。 

    （設定したディスクリ値までのピークをＡＤ変換します。） 

 

 

 ＺＥＲＯ調整 出荷時の設定値よりも大きい数値を入力すると 

    ＺＥＲＯレべルがマイナス側にシフトします。 

 

    出荷時の設定値よりも小さい数値を入力すると 

    ＺＥＲＯレべルがプラス側にシフトします。 

 

 

 ＬＬＤ、ＵＬＤ、ＺＥＲＯレベル調整 

  プログラム中のＳｅｔｕｐメニューで設定します。 
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 各部名称及び機能 

 

   

 

 

ＵＳＢコネクタ 

 パソコン側のＵＳＢポートと２１００Ｃ／ＭＣＡのＵＳＢポートをＵＳＢケーブルで接続します。 

 

Ｐｏｗｅｒスイッチ 

 ＯＮの状態はＬＥＤランプが点燈 

 

ＡＣコンセント 

２１００Ｃ／ＭＣＡは、ＡＣ１００Ｖの電源で動作します。 
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ＡＤＣ ＩＮ 

 リニアアンプからの信号を入力します。 

 ０Ｖ～１０Ｖのユニポーラパルス 

 

ＳＣＡ ＯＵＴ／ＧＡＴＥ（ＯＰＴＩＯＮ） 

 ＳＣＡ ＯＵＴまたはＧＡＴＥ入力の機能 

 出荷時は、ＳＣＡ ＯＵＴの機能に設定してあります。ＧＡＴＥ入力に切替えるには 

 ５桁のディツプスイッチの設定で変更します。 

 ＳＣＡ ＯＵＴの出力信号はＴＴＬ正論理パルス 

 

ＳＣＡ／ＧＡＴＥ切替ＳＷ 

 ＳＣＡ ＯＵＴ機能または、ＧＡＴＥ入力機能の切替スイッチ 

 出荷時は、ＰＨＡ測定モードで､ＡＤ変換を実行しながら  

 ＯＰＴＩＯＮのＢＮＣコネクタからは、ＳＣＡ ＯＵＴが出力されます。 

  

 ＳＣＡ ＯＵＴ

  ＳＣＡ ＯＵＴは、ＴＴＬ正論理パルスで出力されます。 

  ＳＣＡ ＯＵＴ機能も２通りあります。 

  ＡＤ変換モードでのＳＣＡ ＯＵＴとＡＤ変換をせずにＳＣＡ ＯＵＴだけの機能です。 

  出荷時の設定は、ＡＤ変換モードでのＳＣＡ ＯＵＴ機能に設定されています。 
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  ＡＤ変換モードでのＳＣＡ ＯＵＴ機能とは、ＰＨＡ測定をしながらＳＣＡ ＯＵＴを 

  出力します。 

  この場合は、入力信号に対してピークデデクトしても、すぐにＳＣＡ ＯＵＴをせずに 

  ＡＤ変換が終了した時点で出力します。 

  このモードでのＳＣＡ ＯＵＴは、ＡＤ変換に要する時間が掛かる為、計数率が落ちま 

  す。 

    

 

  ＡＤ変換をせずにＳＣＡ ＯＵＴ機能 

  この機能は、入力信号に対してピークデデクトした時点でＡＤ変換せずに即座にＳＣＡ 

   ＯＵＴを出力します。（ＰＨＡ測定は出来ない。） 

  最初にＰＨＡ測定を実行し ＬＬＤとＵＬＤのディスクリでＳＣＡ ＯＵＴの範囲を設定 

  します。範囲が決定したらＰＨＡ測定をＳＴＯＰし、ＭＣＡメモリをクリアします。 

  次に次ページ図の５桁のディップスイッチによるＳＣＡ ＯＵＴの設定をします。 

  ディップスイッチの設定が済んだら、測定開始のＳＴＡＲＴキーを押します。 

  ＳＣＡ ＯＵＴモードになっていれば、ＳＴＡＲＴキーを押してもは何も表示されませ 

  ん。（モニタ画面上にデータが表示される様ではＳＣＡ ＯＵＴモード になっていませ 

  ん。） 

  ＳＣＡ ＯＵＴのＢＮＣ端子からはＴＴＬパルスが出力されています。 

  このＳＣＡ ＯＵＴ信号をＭＣＳ測定時のＭＣＳ ＩＮに接続して測定モードをＭＣＳに 

  設定し、ＭＣＳのパラメータを設定した後に測定ＳＴＡＲＴキーを押すとＭＣＳ測定の 

  スペクトルデータが得られます。 

   

  ５桁のデップスイッチスイッチの機能はＡＤ変換モードでのＳＣＡ ＯＵＴ、または 

  ＡＤ変換をせずにＳＣＡ ＯＵＴ機能、ＧＡＴＥ入力時のＣＯＩＮモード、ＡＮＴＩ 

  モード切り替えの設定に使用します。 

 

   

  出荷時の設定は下記のように １、５番がＯＦＦで ２、３、４番がＯＮの状態で 

  設定されています。 

       ＳＷ１ 

  

1 2 3 4 5ＯＮ

ＯＦＦ

 

 

  この状態は、ＰＨＡ測定の為のＡＤ変換モードで動作する設定になっています。 

  ＯＰＴＩＯＮのＢＮＣ端子からはＰＨＡ測定をしながらＳＣＡ ＯＵＴのＴＴＬパルス 

  が出力されます。 
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 ＳＣＡ ＯＵＴ 

  ＡＤ変換をせずにＳＣＡ ＯＵＴ機能だけのモードにするには 下記のように５桁の 

  ディプスイッチを設定します。 

       ＳＷ１ 

  

1 2 3 4 5ＯＮ

ＯＦＦ

 

 

  注意）このモードに設定するとリニアアンプからの信号をＡＤ変換しませんから 

    ＰＨＡ測定では、モニタ画面に何もデータが表示されません。 

    ＰＨＡ測定を行うには出荷時の設定に戻して下さい。 

 

 

 ＣＯＩＮ／ＡＮＴＩ ＧＡＴＥの切替 

  ＧＡＴＥ機能には、ＣＯＩＮ入力とＡＮＴＩ入力があります。 

  ＣＯＩＮモードでは、ＧＡＴＥ入力ＢＮＣ端子に負論理のＴＴＬパルスが入力された 

  時にＡＤ変換を受け付けます。 

  ＡＮＴＩモード時はＧＡＴＥ入力ＢＮＣ端子に正論理パルスが入力された時にゲートが 

  オープンになりＡＤ変換を行います。 

   

 

 ＧＡＴＥ ＡＮＴＩモード 

  ＧＡＴＥ条件を、ＡＮＴＩモードに設定するには、下記の様に設定します。 

       ＳＷ１ 

  

1 2 3 4 5ＯＮ

ＯＦＦ
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ＧＡＴＥ ＣＯＩＮモード 

  ＧＡＴＥ機能をＣＯＩＮモードに設定するには下記の図のように設定します。 

       ＳＷ１ 

  

1 2 3 4 5ＯＮ

ＯＦＦ

 

 

 

ＡＮＴＩモードでのＧＡＴＥ入力のＡＤ変換チャート図 

 

ＡＤ変換値

データ信号

ＧＡＴＥ信号
０Ｖ

５Ｖ

1 2 3

  

ＴＴＬの正論理パルスＧＡＴＥ信号内の最大波高値をＡＤ変換します。 

 

 ① の信号は、ＧＡＴＥ信号内に最大電圧値が入っていますので、ピークのトップを 

 ピークデテクトしてＡＤ変換します。 

 

 ②  の信号はＧＡＴＥ信号内に入っていませんので、ＡＤ変換せずに無視されます。 

  

 ③  の信号はＧＡＴＥ信号内に入っていますが、ピークのトップ部は外れていますので 

 ＧＡＴＥ信号内の最大値の電圧をＡＤ変換します。 

 

 ＣＯＩＮモードでのＧＡＴＥ入力のＡＤ変換は、ＣＯＩＮモードの逆で 

 ＴＴＬの負論理パルスのＧＡＴＥ信号内に、信号が入った時にＡＤ変換します。 
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 ＭＣＳ入力 

  ２１００Ｃ／ＭＣＡは、ＰＨＡ測定以外にＭＣＳ測定も可能です。 

  ＭＣＳ測定モードでの入力信号や外部からの制御信号は、９ピンのＤＳＵＢコネクタに 

  割り付けされています。入出力信号はＢＮＣ端子が一般的ですので下記図のような 

  中継ＢＯＸが付属品として付いていますので御利用下さい。 

   

 

 

   

 

 

  ９ピンのＤＳＵＢコネクタが両端に付いたケーブルで中継ＢＯＸ側のコネクタ部と 

  ２１００Ｃ／ＭＣＡ側の９ピンのＤＳＵＢコネクタ部を接続して使用します。 

 

   

 ＭＣＳネクタ配線 

 

  コネクタ図 

 

 

12345

6789  

 

 ＭＣＳ時の入力信号、制御信号は全てＴＴＬパルスです。 

 

 １番ピン  ＭＣＳ ＩＮ 

 ２番ピン  ＥＸＴ ＳＴＡＲＴ 

 ３番ピン  ＥＸＴ ＳＴＯＰ 

 ４番ピン   

 ５番ピン  ＧＡＴＥ（インヒビット） 

 ６番ピン  ＧＮＤ 

 ７番ピン  ＧＮＤ 

 ８番ピン  ＥＮＤ ＯＦ ＳＷＥＥＰ信号出力 

 ９番ピン   
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 ＭＣＳ ＩＮ は ＴＴＬパルスの立ち下がりで計数 

 ＥＸＴ ＳＴＡＲＴ は ＴＴＬパルスの立ち下がりで測定開始 

 ＥＸＴ ＳＴＯＰ は ＴＴＬパルスの立ち下がりで測定停止    

 ＧＡＴＥ は ＴＴＬレベルのハイレベル（正論理）でＧＡＴＥを開いて計数 

 ＥＮＤ ＯＦ ＳＷＥＥＰ は ＭＣＳ測定の最後のチャンネルの計数終了時点で 

 ＴＴＬパルスを出力します。 
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1. 制御ソフトのインストール方法 

 

インストール場所は「C:」ドライブのディレクトリ「LABO」としています。  

付属のＣＤ－ＲＯＭでインストールされる場合はＡｕｔｏｒｕｎで自動的にインストーラが起

動されるので、インストーラの指示に従ってインストールして下さい。 

 

1.1 インストーラの起動 

インストールディスクを使用する場合には、「MCAWINUC  Install Disk」を使用します。 

このディスクには、インストールプログラムと圧縮された実行ファイル、DLL ファイル、ヘ

ルプファイルが含まれています。 

インストールディスクを使用しますと、ディレクトリの作成からプログラムのウィンドウズ

への登録が自動でできます。 

インストールディスクでインストール手順は次の通りです。 

 

(1) コンピュータに付随のマウスを操作して、画面端のStartボタンに持っていきます。 
(2) マウス左ボタンを１回押します。 
(3) メニューが表示されますので、“ファイル名を指定して実行”までマウスポインタを移

動させます。 

(4) マウスの左ボタンを１回押します。 
(5) 「ファイル名を指定して実行ボックス」が表示されますので、「名前」入力欄に

“A:\setup.exe”の文字をキーボードを使用して入力します。 

(6) 「OK」ボタンをマウスで選択します。 
(7) インストーラが起動します。 

 

後はインストーラの指示にしたがいます。 

 

2. インストール後の作業説明 

 

ＭＣＡＷＩＮＵＣソフトはインストール直後では測定が出来ません。 

ＵＳＢドライバーのＷｉｎｄｏｗｓへの登録が必要です。 

Ｗｉｎｄｏｗｓへの登録後、場合によってはＷｉｎｄｏｗｓを再起動する必要があります。 
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Ｗｉｎｄｏｗｓへの登録の概略を以下に示します。 

以下の登録概略はＷｉｎｄｏｗｓ／ＸＰでの説明です。ＯＳによって若干、登録方法が 

異なりますのでインストーラの指示に従って登録して下さい。 

 

 

1. 「2100C/MCA」とコンピュータのＵＳＢポート接続し、「2100C/MCA」の電源を 
ＯＮにします。 

 

2. 「2100C/MCA」ボックスのＵＳＢドライバーがインストールされていない場合、「新し

いハードウェアーの検出ウィザード」ダイアログボックスが表示されます。 

「一覧または特定の場所からインストールする」文字左のラジオボタンをマウスで選択

してチェックを付けます。 

「次へ」ボタンをマウスで選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 次
選

そ

「

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のダイアログボックスで「次の場所を含める」文字左のチェックボックスをマウスで

択してチェックを付けます。 

の下の入力欄に「E:\DRIVER」(E は CD ドライブ名を指します)と入力します。 

次へ」ボタンをマウスで選択します。 
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4. 場合によっては「警告」ダイアログボックスが表示されますが、「続行」ボタンを選択
してインストールを続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 場合によっては「ディスクの挿入」ダイアログボックスが表示されますが、「ＯＫ」ボ
タンを選択してインストールを続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

次のダイアログボックスの入力欄へ「E:\DRIVER」(E は CD ドライブ名を指します)と入

力します。 
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「ＯＫ」ボタンをマウスで選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ド
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. Ｗ
せ

8. Ｍ
ク

9. 「
後

 

 

ライバーのインストールが開始され、「完了」ダイアログボックスが表示されます。 
 

ｉｎｄｏｗｓを再起動します。（再起動のメッセージが表示されなければ必要ありま

ん。） 

ＣＡＷＩＮＵＣプログラムを起動して、ＵＳＢ番号の設定機能で接続するＵＳＢボッ

スのシリアル番号を入力します。(後述のＵＳＢ番号の設定を参照) 

実行」-「接続」メニューを選択して、ＭＣＡとの接続を確立します。 

は測定条件を設定して実際に測定を行います。 
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注意: 2100C を新規に導入した場合やコンピュータの電源投入直後、ソフトウェア 

ーと 2100C の接続を確立しようとした場合、不接続ダイアログボックスが表示されて

接続を確立できない場合があります。この場合一度 2100C の電源を一旦切り、2～3

秒後に再投入し、ウィンドウズが接続した 2100C の USB を認識してからソフトウェア

ーと 2100C の接続を再確立してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 アンインストールの方法 

 

1. プログラムとＵＳＢドライバーのアンインストールは「コントロールパネル」ダイアロ
グを表示させます。 

2. 「プログラムの追加と削除」の項を選択します。 
3. 「MCAWINUC」、または「FTDI FTD2XX USB Drivers」を選択してそれぞれをアンインス

トールします。 

4. 「FTDI FTD2XX USB Drivers」を選択した場合、「FTD2XX Uninstaller」ダイアログボ
ックスが二度表示されますが、いずれも「Continue」と「Finish」ボタンを選択してド

ライバーを消去します。 

 

以上がＷｉｎｄｏｗｓへの登録の概略です、4.9.1 USBｼﾘｱﾙ番号の設定コマンドと合わせて参

照してください。 
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ＵＳＢ番号の設定 

 

ＭＣＡＷＩＮＵＣモニタソフトで 2100C／MCA を制御するには、まず、2100C／ＭＣＡのＵＳＢ番号を

モニタソフトに設定する必要があります。 

 

     

 

• 「Setup」->「Setup USB Serial Number」の項を選択します。

• 「Setup USB Serial Number」設定ダイアログボックスが表示

されますので、2100C のシリアル番号を 8 桁で入力します。

シリアル番号は 2100C のボード挿入口あたりにシールで貼り

付けてあります。 

 

  

 

ＵＳＢのシリアル番号を入力したら、Ｒｕｎメニュー選択し

ると測定モードになり ｢Ｓｔａｒｔ｣、｢Ｓｔｏｐ｣、｢Ｃｌ

クティブなモードになります。
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 ｢ＯｎＬｉｎｅ｣をクリックす

ｅａｒ｣ のコマンドボタンがア

 



シリアル番号のシールが 2100C から剥がれ落ちていた場合、「MCAWINUC  Install Disk」

(CD)の「Driver」ディレクトリ内に「CheckUSBNumber.EXE」プログラムを使用してシリアル

番号を確認することが出来ます。 

• 「CheckUSBNumber.EXE」の使用方法 

「CheckUSBNumber.EXE」でシリアル番号を確認するには、2100C との接続を解除している必要が

あります。(シリアル番号を確認が確認できません) 

 

「CheckUSBNumber.EXE」を起動しますと 

シリアル番号が自動的に表示されます。 

自動的に表示されない場合、「Check  

Port」ボタンをクリックしてください。 
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